
平成 22 年度 指定管理者業務評価 １８ 

１．施設概要 

施 設 名 高知市立龍馬の生まれたまち記念館 施 設 所 管 課 観光振興課 

指定管理者名 入交住環境株式会社 

指 定 期 間 平成２０年４月～平成２３年３月 公募・指名の別 公募 

設 置 目 的 

 坂本龍馬とそのゆかりの先人を顕彰するとともに，龍馬を愛する人々が交流し，

及び市民が龍馬の生まれ育ったまちへの愛着と誇りをもって地域活動を推進する場

を提供することにより，観光の振興及び豊かな地域社会の形成に寄与するため，高

知市立龍馬の生まれたまち記念館を設置する。 

業 務 内 容 

１．記念館事業の運営に関すること 

２．施設の使用に関すること 

３．施設及び設備の維持管理に関すること 

４．管理運営のための体制の整備に関すること 

５．利用料金に関すること 

施 設 内 容 

１階 展示室・多目的室・交流サロン・ミュージアムショップ・事務室 

２階 展示室・ふれあいホール・和室（Ａ・B） 

駐車場 14 台（内 12 台分は賃貸駐車場） 

 

職 員 体 制 常勤：  ６ 人 非常勤： ５ 人 その他：   人 合計： １１ 人 

 

２．利用状況 
 Ｈ２０年度（１年目） Ｈ２１年度（2 年目） Ｈ２２年度（3 年目） 

展示館  35,238 人 展示館  71,126 人 展示館  １４９，８５９人
利用者数 

ふれあい 16,123 人 ふれあい 15,130 人 ふれあい  １９，２９５人

開館日数 ３６５日 ３６５日 ３６５日

展示館    94.2％ 展示館   179.9％ 展示館  351.7 ％ 
利用率 

ふれあい  69.7% ふれあい  59.2% ふれあい  53.6％ 

事業開催数 12 回（７３日） 22 回（138 日） 30 回（181 日） 

※［利用率算出方法の説明］：展示館  入館者数÷入館目標者数 

              ふれあい 貸室利用件数÷（貸出区分(朝・昼・晩)×開館日数） 

 

３．収支状況                                 単位：千円 
 Ｈ２０年度（１年目） Ｈ２１年度（2 年目） Ｈ２２年度（3 年目）

指定管理料 １９，９４５ １７，８０６ １７，２６１

利用料金収入 ９，１５８ １７，２８６ ３４，５３８

事業収入 ２，４０８ ５，４９９ ８，８６６

その他 ０ ５１４ 0

収
入 

収入計 ３１，５１１ ４１，１０５ ６０，６６５

管理運営費 １３，５２２ １４，５１２ ２０，０８１

人件費 １５，６８０ １７，２１０ ２０，４９１

その他 ７８１ １ １
支
出 

支出計 ２９，９８３ ３１，７２３ ４０，５７３

 

４．運営状況指標 
 Ｈ２０年度（１年目） Ｈ２１年度（2 年目） Ｈ２２年度（3 年目）

①事業収支（収入－支出） １，５２８千円 ９，３８２千円 ２０，０９２千円

②利用料金比率 ２９．１％ ４２，１％ ５６．９％

③人件費比率 ５２．３％ ５４．３％ ５０．５％

④外部委託費比率 １５．７％ １４．４％ １１．４％

⑤利用者 1 人あたり管理費 ５８４円 ３６８円 ２４０円

 

５．その他特記事項 

 

６．評価結果 

（１）総合評価（審査委員会評価） 

年度 総合評価 コメント（評価のポイント，課題及び改善点） 

21 S 

 総合的には適切な管理運営がなされていると考えます。施設のホームページで，改善の余地が見受け

られる部分への積極的な取組を期待しています。今後とも，より良いサービスの提供ができる施設とな

るよう期待しています。 

22 S 

 例年と比較して利用者が多い状況の中で，適切な管理運営が行われたと考えます。観光関連施設とし

てのさらなるサービス向上を目指して，再委託業務による館内従事者についても，観光客に対してお迎

えするという心配りが感じられるような，細やかな部分での付加価値の向上に期待します。 

 

  

 

（２）１次評価（施設所管課評価） 

年度 １次評価 コメント（評価のポイント，課題及び改善点） 

2１ Ｓ 

柔軟かつ積極的な取組や，創意工夫が随所にみられ，施設の特徴である展示館としての役割と，ふれあ

いセンターとしての役割を非常にスムーズに運営している。市街地の狭隘な立地条件にありながら，観

光客と地元住民の両方の視点を大切にしており，結果として我が町の記念館として認知されてきている

ように感じる。今後の継続した観光振興においては，人と人とのふれあいが重要な要素となっており，

地元に受け入れられていることや，ガイドボランティア協会とのスムーズな連携は最大の強みであり，

その管理運営は高く評価できる。 

2２ S 

龍馬伝の追い風の中大幅に入場者数を伸ばしたが，この入場者数は施設の環境から考えると，混乱を招

きかねない状況であったと考えられる。しかしながら，的確な判断と対応により非常にスムーズに運営

が行われ，事故や苦情もなかった。特に 14 台分しかない駐車スペースをカバーした，近隣他施設や地

元住民との連携協力は特筆に価する。昨年の評価内容もさらに充実して継続されており，本指定管理業

務は高く評価できる。 

 

  

 

（３）自己評価（指定管理者自己評価） 

年度 自己評価 コメント（評価のポイント，課題及び改善点） 

2１ Ｓ 

アンケートによる運営改善や自己評価，利用者（入館者）の立場に立った運営と創意工夫により利用者

の満足度の向上が入館者増につながった。積極的に研修機会を設けたことや日常的館内巡視により，利

用者の安全確保と快適空間を創造しサービスの向上につなげた。高知市とともにまち歩き「土佐っ歩」

の立ち上げや県外旅行会社への誘致活動により龍馬の生まれた町高知市の素晴らしさを積極的に情報

発信した。６回の企画展と１５回のイベント開催により入館者増を図った。常に創意工夫により，経費

の削減を図った。土佐観光ガイドボランティア協会との連携によりスムーズな館の運営を図った。 

2２ Ｓ 

8 回の企画展と 2２回のイベント実施や学校生徒作品展示，映画会，生け花展，お茶の接待など，多彩

な内容で県内・外利用者の満足度向上・利用者増につなげた。 

また，老朽化に伴う施設設備の修繕や照明の LED 化・ウォシュレット付便座への取換え・監視カメラ

の追加設置等，経費削減と共に施設設備の充実を図り，利用者へのサービス・安全度向上に努めた。 

上町周辺住民を対象とした町内版・土佐っ歩を実施し，地元との連携強化を図った。 

各種研修を実施し，安心できる施設管理やまごころでの接客を行い，常に快適な空間づくりに努めた。
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７．評価シート（自己評価・1 次評価） 
（１）履行の確認 

 中項目 

 小項目 
確認内容 

自己 

評価 

１次 

評価 

①事業，業務の履行状況 

 使用許可等 使用許可等申請,受付は利用統計等が作成され，適正に行われているか。 ３ ３ 

 利用料金等の徴収状況 徴収,減免,還付等は帳簿等が作成され，適正に行われているか。 ３ ３ 

 平等利用の確保 施設利用者の平等を確保しているか。 ３ ３ 

 苦情・要望への対応 苦情・要望処理の処理は適切か。 ３ ３ 

 職員配置 基準に基づき,適切な人員配置がされたか。   ３ ３ 

 職員研修 従業者に対し,施設の管理運営に必要な研修は実施されたか。 ３ ３ 

 事業計画書 指定管理業務が事業計画書に沿っているか。 ３ ３ 

 事業実施状況 事業の実施は仕様書等に適合しているか。 ３ ３ 

 法令の遵守 法令に基づく検査，届出等はなされているか。 ３ ３ 

 
緊急時の対応 

緊急時のマニュアルが整備され,従業者訓練の実施や事故発生時・緊急時の

対応は適切か。 
３ ３ 

 保険加入 仕様書等に定める保険に加入しているか。 ３ ３ 

 個人情報 個人情報の取扱い，従事者への研修，漏洩した場合の対策がとられているか。 ３ ３ 

 情報公開 保有する文書が分類・整理され，閲覧等の請求があった場合に応じているか。 ３ ３ 

 その他管理運営に関し必要な業

務 

ホームページの作成及び更新，必要な許認可等の取得，監督官庁への届出を

必要に応じて行っているか。 
３ ３ 

②施設の維持管理 

 
施設・設備の維持管理 

施設・設備の維持管理基準が守られ，不具合が生じた場合は速やかに報告・

対応しているか。 
３ ３ 

 清掃業務の実施状況 清掃は確実に行なわれているか。 ３ ３ 

 警備業務の実施状況 マスターキー等の管理，警備業務は適切に行なわれているか。 ３ ３ 

 
廃棄物処理業務の実施状況 

廃棄物処理は適切に行なわれ，運搬・処理を委託する場合は許可業者と契約

しているか。 
３ ３ 

 外部委託の実施状況 過度な外部委託は行なわれていないか。 ３ ３ 

 備品管理等の実施状況 備品の管理・点検・保守は適切におこなわれているか。 ３ ３ 

 

 20 項目×３点＝６０点 

６０ 

／ 

６0 

６０ 

／ 

６0 

 
評価基準（再掲） 

点数 小項目の評価基準 

３ 概ね協定書・仕様書・事業計画書に定める水準の運営がなされ，適正であると認められる。 

２ 協定書・仕様書・事業計画書に定める水準の運営がなされておらず，簡易な改善や一部目標の見直しを要する。 

１ 協定書・仕様書・事業計画書に定める水準の運営が殆どなされておらず，早急な改善が必要である。 

 
（２）サービスの品質 

 中項目 

 小項目 
確認内容 

自己 

評価 

１次 

評価 

①維持管理業務 

 経費節減の取り組み 設備管理・修繕等が計画的に実施されているか。 ４ ４ 

 備品等の管理 備品等の保守点検・補充は計画的に実施されているか。 ４ ４ 

 
施設維持管理 

施設の維持管理の内容は適切か。 

 
４ ４ 

②運営業務 

 
利用案内 

パンフレット・施設内利用案内・行事開催案内等は判り易く，使い易いも

のになっているか。 
４ ４ 

 職員の接客態度 各担当者の接客態度は良好か。 ４ ４ 

 利用者満足度の把握 利用者アンケートが実施され,運営に反映されているか。 ４ ３ 

 
利用促進に向けた取り組み 利用者の増加や利便性を高めるための取り組みが行なわれているか。 ４ ３ 

 

 

各種事業の内容 
各種事業（講座・イベント等）は施設の設置目的に合致した事業であり，

利用者が満足できる内容であったか。 
４ ４ 

 

利用者へのサービスの向上 
各種事業（講座・イベント等）は利用者へのサービスの向上につながった

か。 
４ ４ 

 地域等との連携 地域や関係団体，類似施設との連携を考慮しているか。 ４ ４ 

 

 １０項目×４点＝４０点 

４０ 

／ 

4０ 

３８ 

／ 

4０ 

 

評価基準（再掲） 

点数 小項目の評価基準 

４ 協定書・仕様書・事業計画書に定める水準以上の運営がなされ，優れていると認められる。 

３ 概ね協定書・仕様書・事業計画書に定める水準の運営がなされ，適正であると認められている。 

２ 協定書・仕様書・事業計画書に定める水準の運営がなされておらず，簡易な改善や一部目標の見直しを要する。 

１ 
協定書・仕様書・事業計画書に定める水準の運営が殆どなされておらず，早急な改善が必要であり，目標の全面的な見直しが必要

である。 

 

（３）サービスの安定性 

 中項目 

 小項目 
確認内容 

自己 

評価 

１次 

評価 

①事業収支の状況    

 事業収支 事業収支が赤字の場合，黒字化のための改善策が実施されているか。 ３ ３ 

 人件費比率 支出に占める人件費の割合が減らされすぎていないか。 ３ ３ 

 外部委託費比率 支出に占める外部委託費の割合が過度に偏っていないか。 ３ ３ 

  

3 項目×3 点＝９点 

 ９ 

／ 

９ 

９ 

／ 

９ 

 

評価基準（再掲） 

点数 小項目の評価基準 

３ 事業計画・収支計画等に基づく，経営がなされている。 

２ 事業計画・収支計画等に基づく，経営がなされているが，簡易な改善や一部業務の見直しを要する。 

１ 事業計画・収支計画等に基づく，経営が殆どなされておらず，早急な改善が必要であり，業務の全面的な見直しが必要である。 

 

（４）評価 

評価分類 配点 換算率 総評点 ウェイト 
1 次評価

評点 

1 次評価

換算後 

総評点数

評価 

（１）履行の確認 60 ×0.42 ２５点 ５０％ ６０ ２５ 

（２）サービスの品質 40 ×0.50 ２０点 ４０％ ３８ １９ 

（３）サービスの安定性 9 ×0.60 ５点 １０％ ９ ５ 

合計 109  50 １００％ １０７ ４９ 

S 

 
（評価基準再掲） 

総評点数 46 点以上 41 点以上 36 点以上 35 点以下 

評  価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

評価基準 

適正に管理運営が行わ

れており，優れた実績

をあげている。 

適正に管理運営が行わ

れている。 

概ね適正であるが，一

部改善を期待する。 

改善が必要である。 
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